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◇人と地域が主体のまち�
◇人が集まり、豊かに�
　　すごせる魅力あるまち�
◇活躍する人が育つまち�

市の将来都市像�

　

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
「
町
田
市
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
」
の

出
発
式
が
６
月　

日
、
市
役
所
正
面
玄

２４

関
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
係
す
る
町

田
警
察
署
員
や
道
路
管
理
課
、
安
全
対

策
課
職
員
ら　

名
が
、
梅
雨
の
晴
れ
間

３０

の
焼
け
る
よ
う
な
日
差
し
の
下
で
寺
田

市
長
、
飯
田
町
田
警
察
署
長
の
激
励
を

受
け
、
そ
の
後
白
バ
イ
を
先
導
に
安
全

対
策
課
職
員
が
早
速
市
内
巡
回
に
出
か

け
ま
し
た
。

　

初
出
動
と
あ
っ
て
、
寺
田
市
長
も
自

ら
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
助
手
席
に
乗
り
込

み
、
ま
ち
の
様
子
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し

て
回
り
ま
し
た
。

　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
車
は
今
後
、
特
に

侵
入
盗
（
空
き
巣
）
被
害
の
多
い
地
域

を
中
心
に
、
地
域
防
犯
の
要
で
あ
る
自

治
会
や
町
内
会
等
を
訪
問
し
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
の
要
請
等
の
啓
発
活
動
に
使

用
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月　

日
町
田
警
察
署
に
お
い
て
学

２２

生
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
委
嘱

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
と
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
地
域
へ

の
貢
献
に
よ
る
意
識
高
揚
を
図
る
こ
と

　

６
月　

日
、
町
田
市
は
、
神
奈
川
県

２４

及
び
厚
木
基
地
周
辺
７
市
と
と
も
に
、

在
日
米
軍
司
令
官
、
在
日
米
海
軍
司
令

官
、
厚
木
航
空
施
設
司
令
官
、
駐
日
米

国
大
使
に
対
し
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
の
中
止
等
を

要
請
し
ま
し
た
。
ま
た
、
防
衛
施
設

庁
、
防
衛
庁
、
外
務
省
に
対
し
、
訓
練

の
中
止
等
を
米
軍
に
申
し
入
れ
る
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。
東
京
都
も
同
様
の
要

請
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
６
月　

日
に
防
衛
施
設
庁

２３

東
京
防
衛
施
設
局
か
ら
あ
り
ま
し
た
、

厚
木
基
地
に
お
い
て
７
月　

日
か
ら　

１２

１６

日
の　

時
か
ら　

時
ま
で
夜
間
連
続
離

１８

２２

着
陸
訓
練
（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）
を
実
施
す
る
予

定
と
の
事
前
通
告
を
受
け
て
行
っ
た
も

の
で
す
。

　

併
せ
て
、
米
空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
が

５
月
に
入
港
し
て
以
来
、
町
田
市
上
空

を
飛
行
す
る
空
母
艦
載
機
の
騒
音
が
激

し
さ
を
増
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
市
民

か
ら
多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
通
常
訓
練
時
に
お
け
る
騒

音
の
解
消
お
よ
び
事
前
の
情
報
提
供
に

つ
い
て
も
、
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｌ
Ｐ
は
空
母
の
出
港
直
前
に
行
わ

れ
る
も
の
で
、
終
了
後
、
空
母
は
出
港

し
、
艦
載
機
は
厚
木
基
地
を
去
り
ま

す
。

　

近
年
、
厚
木
基
地
で
の
Ｎ
Ｌ
Ｐ
は
低

騒
音
機
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
期
間
中
の
騒
音
状
況
は
改
善
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
Ｎ
Ｌ
Ｐ
直
前
に

集
中
的
に
行
わ
れ
る
訓
練
飛
行
が
新
た

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
市

民
へ
の
被
害
が
拡
大
し
な
い
か
騒
音
状

況
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
田
市
で
は
、
機
会
が
あ
る
ご
と

に
、
米
軍
及
び
日
本
政
府
に
対
し
て
要

請
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
も
引
き
続
き
、
東
京
都
、
神
奈
川
県

や
基
地
周
辺
各
市
と
と
も
に
、
航
空
機

騒
音
の
防
止
対
策
等
に
つ
い
て
粘
り
強

く
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

□問
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町
田
市
、
相
模
原
市
の
両
市
民
の
手

に
よ
り
境
川
の
清
掃
を
行
う
「
境
川
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
が
、
今
年
も
６

月　

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

１３

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
両
市
民
の
交
流

と
、
地
域
の
環
境
美
化
・
保
全
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

２
０
０
１
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

主
催
は
、
両
市
の
青
年
会
議
所
、
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、

地
元
の
町
内
会
・
自
治
会
を
は
じ
め
、

境
川
の
斜
面
緑
地
を
守
る
会
、
エ
コ
ネ

ッ
ト
町
田
、
町
田
法
人
会
な
ど
で
組
織

す
る
「
境
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

実
行
委
員
会
」
（
鈴
木
五
郎
委
員
長
）

で
、
町
田
市
と
相
模
原
市
が
後
援
し
ま

し
た
。

　

４
回
目
と
な
る
今
年
は
、
活
動
エ
リ

ア
が
金
森
の
鶴
金
橋
付
近
か
ら
森
野
６

丁
目
の
ひ
の
き
橋
付
近
ま
で
の
約
４　
km

に
拡
大
さ
れ
、
参
加
者
は
８
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
ゴ
ミ
の
回
収
作
業
に
あ
た

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
日
か
ら
の
雨
模
様
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
約
６
０
０

人
が
参
加
し
、
あ
き
か

ん
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

紙
ゴ
ミ
な
ど
を
中
心
に
約

６
３
０　

を
回
収
し
ま
し

kg

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
川

の
周
り
が
き
れ
い
に
な
る

の
が
実
感
で
き
、
思
っ
た

よ
り
楽
し
か
っ
た
」
、

「
こ
の
取
り
組
み
を
き
っ

か
け
に
、
身
近
な
所
か
ら

自
然
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
付
け
で
、
教
育

委
員
に
名
取
紀
美
江
氏
（
昭

和　

年
生
ま
れ
、　

歳
）
が

３１

４８

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

４
年
で
す
。

学
生
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

防
犯
に
一
役

が
目
的
で
す
。

　

参
加
学
生
は
桜
美
林
学
園
中
・
高
等

部　

人
、
玉
川
学
園
高
等
部　

人
の
男

１６

１７

女
学
生
が
中
心
と
な
り
、
「
学
校
の
周

辺
チ
ェ
ッ
ク
、
校
内
防
犯
活
動
の
中
心

的
役
割
」
、
「
警
察
署
等
が
行
う
防
犯

活
動
、
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
参
加

活
動
」
、
「
環
境
浄
化
活
動
へ
の
参

加
」
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

若
い
力
が
加
わ
る
こ
と
で
よ
り
安
全
な

地
域
社
会
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

教教
育育
委委
員員
にに

名名
取取
紀紀
美美
江江
氏氏
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安全なまちづくりを誓い飯田署長と堅く握手する
寺田市長（上）と出発式（右）

▲

桜
美
林
学
園
中
・
高
等
部

▲

玉
川
学
園
高
等
部

至る所にあきかんやペットボトルが散乱
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まちだ市民環境講座プログラム
講　　　師テ　ー　マ　・　内　　容期　日

慶應義塾大学教授　　　　　　岸由二氏オリエンテーション・自己紹介
基調講義「地球環境問題とくらし」９/１７（金）

町田市環境保全課職員 
町田市環境白書モニター
「みどりのＨＡＴＳ」会員　田村勝司氏

町田の環境　－計画とその評価－９/２４（金）

元町田市職員　　　　　　　田辺健一氏みどりの保全と都市計画　－町田市行政の果たしてきた役割－１０/１（金）
町田市内の農業家　　　　　田中仁司氏
町田市農業振興課職員町田の農業１０/１５（金）

町田市環境保全課職員温暖化防止への挑戦　－世界・地域－１０/２２（金）
町田市公園緑地課職員 
「恩田川の会」代表　　　　深見幹朗氏みどりの保全と管理１０/２９（金）

東洋大学経済学部教授　　　山谷修作氏ごみの減量と有料化　－有料化でごみは減らせるか－１１/５（金）
町田市下水道総務課職員協働による流域管理１１/１２（金）
忠生公園職員谷戸山の自然の保護と活用　－忠生公園の例－１１/１９（金）
玉川学園小学部教諭　　　　　葛西宏氏
和光鶴川小学校教諭　　　　大川敏明氏
和光大学助教授　　　　　　堂前雅史氏

シンポジウム　「環境教育の現場から」１１/２６（金）

町田市環境審議会委員　　　江尻京子氏グリーンコンシューマーになろう　－１人からできる市民活動－１２/３（金）
プログラム委員学習のまとめ・ワークショップ　「私たちに何ができるか」１２/１０（金）

まちだ市民国際学プログラム
講　　　師テ　ー　マ　・　内　　容期　日

明治学院大学教授・国際平和研究所長　勝俣誠氏総論　グローバル化と人間の安全保障 
－いま、アフリカの現場で何が起きているか－９/１４（火）

アジア経済研究所研究員　　平野克己氏アフリカの貧困、援助と開発９/２１（火）
日本アフリカ協議会　　　　　林達夫氏アフリカにおけるＨＩＶ９/２８（火）
市民大学職員忘れられた内戦Ⅰ　－映像で考える－１０/５（火）
ＮＨＫアフリカ２１世紀・エグゼクティブプロデューサー　桜井均氏忘れられた内戦Ⅱ　－アルジェリア・ソマリア・ルワンダの取材から－１０/１２（火）
朝日新聞社　　　　　　　　松本仁一氏子供兵士問題１０/１９（火）
元南アフリカ大使館勤務　　　高橋薫氏町田からアフリカへ　－アパルトヘイト後の人種融合の取り組み－１０/２６（火）
国士舘大学教授　　　　　　鈴木裕之氏現代アフリカの若者文化　－ストリート文化と音楽－１１/２（火）
非営利団体・ＦＡＮ３（ファンサバ）　梶原弘行氏
西アフリカダンサー・歌手　ニャマ・カンテ氏アフリカの夕べ　－西アフリカの歌とダンス－１１/９（火）

モザンビーク支援ネットワーク代表
東京外国語大学専任講師　船田さやか氏アフリカの女性たち１１/１６（火）

町田在住のアフリカ出身の方々アフリカから町田へ１１/３０（火）
明治学院大学教授・国際平和研究所長　勝俣誠氏最終回・まとめとディスカッション１２/７（火）

特別講座　心と体の元気学プログラム
講　　　師テ　ー　マ　・　内　　容期　日

心と体の元気学スタッフネオテニス①（バドミントンラケットとスポンジボールを使うテニス）９/１８（土）
心と体の元気学スタッフネオテニス②９/２５（土）
阿波踊り新橋蓮師範　　　　石山香織氏阿波踊り①（初めて阿波踊りをする方の基礎講座）１０/２（土）
阿波踊り新橋蓮師範　　　　石山香織氏阿波踊り②１０/９（土）
東京都キンボール連盟理事長　坂本理子氏キンボール（直径１２２㎝の巨大ボールを使う球技）１０/１６（土）

※総合体育館駐車場は有料です。 

陶芸入門土曜講座プログラム陶芸入門水曜講座プログラム

講
師　

須
藤
紅
州
氏

テ　ー　マ　・　内　容期　日

講
師　

森
崎
達
郎
氏

テ　ー　マ　・　内　容期　日
開講 
花器（練り込み）９/１１（土）開講 

壷（ひも作り）９/１５（水）

土器９/１８（土）コーヒーカップ 
または湯呑み９/２２（水）

茶碗１０/２（土）抹茶々碗（その１）９/２９（水）

古代壺（その１）１０/９（土）抹茶々碗（その２）１０/６（水）

古代壺（その２）１０/１６（土）練り込み鉢１０/１３（水）

電動ロクロ（その１）１０/２３（土）電動ロクロ（その１）１０/２０（水）

電動ロクロ（その２）１０/３０（土）電動ロクロ（その２）１０/２７（水）

自由制作（手びねり）１１/１３（土）自由制作１１/２４（水）

窯出し・鑑賞・講評 
閉　講１２/１１（土）窯出し・鑑賞・講評 

閉　講１２/１５（水）

町田の郷土史Ⅱプログラム
講　　　師テ　ー　マ　・　内　　容期　日

小島資料館館長　　　　　　小島政孝氏オリエンテーション・自己紹介
基調講義「町田市の特徴－どんなまちか �」

　
!?９/１６（木）

自由民権資料館学芸員 明治維新と町田　－村の文明開化－９/３０（木）
自由民権資料館学芸員自由民権運動と町田　－近代・国家・地域－１０/７（木）
女性史研究家　　　　　　　江刺昭子氏町田の女性の民権と女権　－石阪美那、登志など－１０/１４（木）
自由民権資料館学芸員 現地学習「目で確かめる町田の歴史」　－自由民権資料館他－１０/２４（日）
東京成徳大学教授　　　　　鶴巻孝雄氏理想を求めた若者たち　－明治～大正期の青年運動－１１/４（木）
町田市地方史研究会員　　　森山兼光氏絹の道と鉄道の開通　－市の町から原町田商店街へ－１１/１１（木）
町田市文化財保護審議会委員　薄井清氏
町田市地方史研究会員　　　森山兼光氏戦争時代の町田　－農村生活・軍事施設・空襲－１１/１８（木）

町田市文化財保護審議会委員　薄井清氏純農村から住宅団地都市へ　－養蚕・三ツ葉・酪農・農地団地－１２/２（木）
前町田市市民部生活文化担当部長　森口克弘氏町田市の誕生　－多摩丘陵にはばたく市民文化都市へ－１２/９（木）
プログラム委員最終回・講座を終えて１２/１６（木）

　

�
年
度
後
期
講
座
の
募
集
が
始
ま
り
ま
す
。
募
集
案
内
の
冊

子
は
、
７
月　

日
（
水
）
か
ら
、
市
役
所
、
森
野
分
庁
舎
、
各

２１

図
書
館
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
主
な
市
の
施
設
で
配
布
し

ま
す
。
学
び
を
通
し
て
新
し
い
出
会
い
が
で
き
る
市
民
大
学
で

一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

’
　
０４

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

で
、
毎
回
出
席
可
能
（
特
別
な
事
情
を

除
く
）
な
方
。
た
だ
し
、
陶
芸
講
座
は

初
め
て
受
講
の
方
に
限
り
ま
す
。

○
申
し
込
み　

募
集
案
内
添
付
の
申
し

込
み
ハ
ガ
キ
を
使
用
す
る
か
、
ま
た
は

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
す
る
講
座
名
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号

を
明
記
し
て
、
８
月　

日
ま
で
（
必

２０

着
）
に
ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

　

－

１９４

３３

　

、
森
野
分
庁
舎
内
）
へ
郵
送
し
て
下

１０さ
い
。
な
お
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
も
住

所
・
氏
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

※
申
し
込
み
は
１
人
１
通
１
講
座
の
み

に
な
り
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

□問
 

ま
ち
だ
市
民
大
学
11
７
２
９
・
１
１

９
５

昨年の講座風景

○
会
場　

「
陶
芸
入
門
①
水
曜
講
座
②

土
曜
講
座
」
＝
共
に
市
民
大
学
「
陶
芸

ス
タ
ジ
オ
」
（
下
小
山
田
町
）
、
「
心

と
体
の
元
気
学
」
＝
総
合
体
育
館
（
南

成
瀬
）
、
そ
の
他
＝
森
野
分
庁
舎

○
定
員　

「
陶
芸
入
門
①
水
曜
講
座
②

土
曜
講
座
」
＝
各　

人
、
「
心
と
体
の

２４

元
気
学
」
＝　

人
、
そ
の
他
＝　

人

４０

６０

○
費
用　

「
陶
芸
入
門
①
水
曜
講
座
②

土
曜
講
座
」
＝
１
万
円
、
「
心
と
体
の

元
気
学
」
＝
１
０
０
０
円
、
そ
の
他
＝

２
０
０
０
円

【
こ
れ
か
ら
学
ぶ
町
田
の
環
境
】

　

町
田
市
域
で
は
環
境
の
諸
課
題
が

ど
の
様
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
も
踏
ま
え
て
学
び

ま
す
。

○
日
時　

９
月　

日
〜　

月　

日
午
後

１７

１２

１０

６
時　

分
〜
８
時　

分
（
例
外
あ
り
）

３０

３０

【
ア
フ
リ
カ
入
門
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

人
間
の
安
全
保
障
の
視
点
か
ら
】

　

ア
フ
リ
カ
の
人
々
の
生
き
ざ
ま
に
触

れ
、
全
て
の
人
々
の
自
由
と
可
能
性
を

実
現
す
る
た
め
に
私
た
ち
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
を
考
え
ま
す
。

○
日
時　

９
月　

日
〜　

月
７
日
午
後

１４

１２

６
時　

分
〜
８
時　

分
（
例
外
あ
り
）

３０

３０

【
明
治
か
ら
現
代
ま
で
】

　

郷
土
史
の
あ
ら
ま
し
を
知
る
上
で

必
要
な
事
柄
を
、
明
治
か
ら
現
代
ま
で

時
代
を
追
っ
て
学
ぶ
、
入
門
的
な
講
座

で
す
。

○
日
時　

９
月　

日
〜　

月　

日
午
後

１６

１２

１６

６
時　

分
〜
８
時　

分
（
例
外
あ
り
）

３０

３０

【
①
水
曜
講
座
②
土
曜
講
座（
全
９
回
）】

　

初
心
者
を
対
象
に
創
作
の
喜
び
と
楽

し
み
を
味
わ
い
な
が
ら
、
基
本
的
な
技

法
を
学
び
ま
す
。

○
日
時　

①
９
月　

日
〜　

月　

日

１５

１２

１５

②
９
月　

日
〜　

月　

日
、
共
に
午
後

１１

１２

１１

２
時
か
ら
（
２
時
間
程
度
）

陶

芸

入

門

【
現
代
の
『
生
老
病
死
』
を
み
つ
め
る
】

　

医
療
の
発
達
が
も
た
ら
す
諸
問
題
と

人
間
の
誕
生
か
ら
死
ま
で
に
つ
い
て
、

人
権
と
生
命
倫
理
の
視
点
か
ら
学
び
ま

す
。

○
日
時　

９
月　

日
〜　

月　

日
午
後

１１

１２

１８

２
時
〜
４
時
（
例
外
あ
り
）

人
間
科
学（
全　

回
）

１１

【
楽
し
く
体
を
動
か
そ
う
、
そ
し
て
仲

間
づ
く
り
も
】

　

ネ
オ
テ
ニ
ス
や
キ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
力
を
合
わ
せ
て

チ
ー
ム
プ
レ
イ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

○
日
時　

９
月　

日
〜　

月　

日
午
前

１８

１０

１６

９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

※
通
常
の
運
動
に
支
障
の
あ
る
方
、
現

在
治
療
中
の
方
は
医
師
に
相
談
の
上
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

※
体
育
館
内
で
履
く
運
動
靴
が
必
要
で

す
。 心

と
体
の
元
気
学（
全
５
回
）

ま
ち
だ
市
民
国
際
学（
全　

回
）

１２

ま
ち
だ
市
民
環
境
講
座（
全　

回
）

１２

特

別

講

座

町
田
の
郷
土
史
Ⅱ（
全　

回
）

１１

人間科学プログラム
講　　　師テ　ー　マ　・　内　　容期日

東京大学助教授　　　　　　廣野喜幸氏オリエンテーション 
生命科学と生命倫理　－生命科学と人間観－９/１１（土）

和光大学助教授　　　　　　堂前雅史氏私たちの社会と生命科学　－生命の発生とクローン技術－９/１８（土）
国立精神神経センター　　　白井泰子氏生殖技術の進歩と社会・文化　－不妊治療・体外受精・出生前診断－９/２５（土）
アフリカ日本協議会代表・医師　林達雄氏現代と病　－命の南北問題をエイズ感染症にみる－１０/２（土）
ハンセン病弁護団連絡協議会事務局長　安原幸彦氏医療と人権　－ハンセン病から考える－１０/９（土）
お茶の水女子大学教授　　波平恵美子氏いのちの文化人類学　－日本人の死生観と現代医療－１０/２３（土）
東京理科大学教授　　　　　田沼靖一氏ヒトはどうして老いるのか　－老化・寿命の科学－１１/６（土）
北里大学名誉教授　　　　　立川昭二氏日本人の生と死の文化史　－文学と美術でたどる生と死－１１/２０（土）
町田市民病院内科部長　　　　金崎章氏
田中医院院長　　　　　　　田中啓介氏終末期医療と地域ケア１１/２７（土）

東京大学助教授　　　　　市野川容孝氏人間の尊厳について　－生と死の自己決定権の危うさ－１２/４（土）
終末期を考える市民の会・医師　西村文夫氏学びを終えて（話し合いとまとめ）　－私の選ぶ私の生と死－１２/１８（土）



２００４．７．１１ （３）

予
防
接
種

予

防

接

種

町
田
市
民
病
院

臨

時

職

員

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
３

・
２
９
０
８
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
（
金
）
午
前　

時

２３

１０

〜　

時　

分
（
委
員
委
嘱
式
を
含
み
ま

１１

３０

す
）

第
１
回男

女
平
等
参
画
協
議
会

専

門

部

会

町
田
市
子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
審
議

会

に
よ
っ
て
、
自
己
負
担
が
１
割
ま
た
は

２
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
己
負
担
の
割
合
は
、
毎
年
８
月
１

日
を
基
準
日
と
し
て
判
定
を
し
直
し
ま

す
。
今
回
は
平
成　

年
中
の
所
得
で
判

１５

定
し
ま
し
た
。

※
自
己
負
担
の
割
合
が
変
わ
る
方
に
は

新
し
い
医
療
証
を
７
月
下
旬
に
送
り
ま

す
。
新
し
い
負
担
割
合
は
８
月
か
ら
適

用
に
な
り
ま
す
。

※
変
更
の
な
い
方
は
、
現
在
お
持
ち

の
医
療
証
を
引
き
続
き
お
使
い
下
さ

い
。

【
負
担
割
合
の
判
定
】

〈
第
１
段
階
〉

　
　

歳
以
上
（　

歳
以
上
で
障
が
い

７０

６５

認
定
を
受
け
た
老
人
医
療
受
給
者
を
含

む
）
の
方
の
平
成　

年
中
の
住
民
税
課

１５

税
所
得
（
平
成　

年
度
課
税
標
準
額
）

１６

が
１
２
４
万
円
（
退
職
所
得
を
除
く
）

以
上
か
未
満
で
判
定
し
ま
す
。

　

同
じ
世
帯
の　

歳
以
上
の
方
全
員
が

７０

１
２
４
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
１
割
負
担

負

担

割

合

の

年
次
判
定
を
行
い
ま
す

老
人
医
療
受
給
者
の
方
へ

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
後
１
時

３１

　

分
か
ら

３０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
講
師　

北
里
大
学
神
経
内
科
・
阿
久

津
二
夫
氏

○
定
員　

２
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
健
康
づ
く
り

講

演

会

【
今
か
ら
出
来
る
脳
梗
塞
の
予
防
】

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
７
１

　

町
田
市
医
師
会
主
催
の
講
演
会
で

す
。

に
な
り
ま
す
。

　

世
帯
の
中
に
１
２
４
万
円
以
上
の
方

が
い
る
場
合
、
そ
の
方
と
同
じ
世
帯
の

老
人
医
療
受
給
者
の
方
は
２
割
負
担
に

な
り
ま
す
。

〈
第
２
段
階
〉

　

第
１
段
階
で
２
割
判
定
と
な
っ
た
場

合
で
も
、
平
成　

年
中
の
収
入
の
合
計

１５

が
基
準
額
未
満
の
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

○
基
準
額　

同
一
世
帯
の　

歳
以
上
の

７０

方
の
人
数
が
２
人
以
上
の
場
合
＝
収
入

の
合
計
が
６
３
７
万
円
未
満
、
１
人
の

場
合
＝
収
入
が
４
５
０
万
円
未
満

※
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
に
は
、
す
で
に
案
内
通
知
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
早
め
に
申
請
し
て
下
さ

い
。

※
世
帯
と
は
住
民
基
本
台
帳
上
の
世
帯

で
す
。

【
負
担
割
合
の
変
更
】

　

８
月
１
日
の
年
次
判
定
の
ほ
か
に
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
も
自
己
負
担
の
割

Ｂ Ｃ Ｇ �

学 年 → �３
か
月�

６
か
月�

９
か
月�

１
歳�

２
歳�

３
歳�

４
歳�

５
歳�

６
歳�

７
歳�

８
歳�

９
歳�

１０
歳�

１１
歳�

１２
歳�

１３
歳�

１４
歳�

１５
歳�

小
１�

小
２�

小
３�

小
４�

小
５�

小
６�

中
１�

中
２�

中
３�

ポ リ オ �
（２回）�

三種混合�

二種混合�

麻 し ん �
（はしか）�

風 し ん �

日本脳炎�

↓�

↓� ↓�

↓�↓�↓� ↓�

↓�

↓�

↓�

↓�↓�↓� ↓� ↓�

接種� 通常接種が行われている年齢�

通常は三種混合による接種となります�

接種が定められている年齢�↓�

予 防 接 種 対 象 年 齢 表 �

　上表は法律で定められた予防接種の期間です。　■の期間中いつでも受けられますが、それ
ぞれの予防接種の目的から標準の接種対象年齢（■）を目安として示してあります。保護者の
皆さんのご理解、ご協力をお願いします。�

他 の 予 防 接 種 と の 間 隔 �

●各予防接種の一般的な接種回数と間隔�
ＢＣＧ：ツベルクリン注射を受けた後２日後に判定をして１回受けます。�
ポリオ：６週間以上の間隔をあけて２回投与します。�
三種混合第１期初回：３～８週の間隔をあけて３回受けます。�
三種混合第１期追加：初回完了後１年～１年半の間隔で１回受けます。�
二種混合第２期：三種混合第１期の基礎免疫完了後１回受けます。�
麻しん：１回の接種です。�
風しん：１回の接種です。�
日本脳炎第１期初回：１～４週の間隔で２回受けます。�
日本脳炎第１期追加：初回完了後およそ１年後に１回受けます。�
日本脳炎第２期・３期：４～５年の間隔でそれぞれ１回受けます。�

●異なる予防接種との間隔�
　予防接種は急に保育園や幼稚園に入ることになったり、家族と海外で暮らす
ことになったりして、特に急いで接種する場合の同時接種を除き、その効果及
び安全性のため、次の時期をあけるようになっています。�

三種（二種）混合�
日本脳炎�

１週間以上あける�
後 に 受 け る 他 の 予 防 接 種 �

先に受けた予防接種�
（生ワクチン）�
ポリオ　ＢＣＧ�
麻しん　風しん�

４週間以上あける�

先に受けた予防接種�
（不活化ワクチン）�

　

老
人
医
療
受
給
者
の
方
は
医
療
機
関

で
受
診
す
る
際
、
前
年
の
所
得
の
状
況

合
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
同
じ
世
帯
の
方
が　

歳
に
達
し
た
時

７０

や
転
入
・
転
出
な
ど
に
よ
り　

歳
以
上

７０

の
方
の
世
帯
構
成
が
変
わ
っ
た
場
合

・
税
の
修
正
申
告
を
行
っ
た
場
合

※
変
わ
る
場
合
は
市
か
ら
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

□問
 

高
齢
者
医
療
課
11
７
２
４
・
２
１
４

４

制
定
し
ま
し
た

町
田
市
民
間
病
院
の
設
置
に
伴
う
事
前

調
整
に
関
す
る
要
綱
を

　

市
で
は
市
内
に
民
間
病
院
の
建
設
や

運
営
を
し
て
い
る
事
業
計
画
者
の
理
解

と
協
力
を
得
て
、
救
急
医
療
体
制
の
整

備
や
、
病
院
と
診
療
所
と
の
連
携
な
ど

地
域
医
療
の
向
上
を
図
る
目
的
で
、

事
前
調
整
を
行
う
要
綱
を
制
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
少
子
高
齢
社
会

を
迎
え
て
、
市
内
で
不
足
し
て
い
る
深

夜
の
小
児
救
急
医
療
や
入
院
を
必
要
と

猫
問
題
に
つ
い
て

考

え

よ

う

ま
ち
だ
動
物
愛
護
の
つ
ど
い
実
行
委
員

会
　

命
あ
る
も
の
で
あ
る
猫
と
、
市
民
と

の
共
生
の
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
何
を

す
れ
ば
よ
い
か
、
話
し
合
う
場
と
し
て

「
猫
問
題
分
科
会
」
を
持
つ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
会
合
を
次
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。
実
行
委
員
会
会
員
で
な
い

方
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
（
金
）
午
後
１
時

１６

〜
３
時

○
会
場　

境
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

○
申
し
込
み　

電
話
で
環
境
保
全
課

（
11
７
２
４
・
２
７
１
１
）
へ
。

す
る
二
次
救
急
医
療
な
ど
へ
の
理
解
と

協
力
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
７
１

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

東京の島へ行ってみませんか

伊豆諸島・小笠原での活動・宿泊助成を行っています

学生の団体活動助成　　学生の団体活動助成
　島で宿泊し、団体活動（クラブ、サークル活動など）をする学生・生徒
に活動費用と宿泊費用の一部を助成します。
○期間　７月１日～８月３１日（２，０００人に達した時点で終了）
○助成金額　１．活動助成：１人１旅行１島２，０００円
　　　　　　２．宿泊助成：１人１旅行１島１泊３，０００円
※１０人以上の団体で、半数以上が学生・生徒の場合に限ります。

「　　「宿泊」助成宿泊」助成
　島へ観光旅行される方へ宿泊費用の一部を助成します。
○期間　９月１日～２００５年１月３１日（２７，０００人に達した時点で終了）
○助成金額　１人１旅行１島１泊３，０００円

「　　「体験団体（家族）」活動助成体験団体（家族）」活動助成
　島で宿泊し、団体や家族で体験活動をする方に、体験活動費用と宿泊費
用の一部を助成します。
○期間　９月１日～２００５年１月３１日（５，０００人に達した時点で終了）
○助成金額　１．活動助成：１人１旅行１島２，０００円
　　　　　　２．宿泊助成：１人１旅行１島１泊３，０００円

◇
　すべての助成について１島１泊に限ります。

□問 東京都市区町村伊豆諸島支援事業実施事務局11０４２－３８４－８０４１
http://www.tokyo-atv.gr.jp/islands.htm

○
会
場　

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
委

員
活
動
室
（
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３

階
）

○
議
題　

第
１
期
の
経
過
と
今
後
の
課

題
ほ
か

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会
議
当

日
の
午
後
５
時
ま
で
に
子
ど
も
総
務
課

（
11
７
２
４
・
２
８
７
６
）
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。

【
第
一
専
門
部
会
】

○
日
時　

７
月　

日
（
木
）
午
後
６
時

２２

〜
８
時

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室
（
小
）

○
内
容　

子
ど
も
の
参
加
と
意
見
表
明

を
考
え
る

○
定
員　

５
人
（
申
し
込
み
順
）

【
第
二
専
門
部
会
】

○
日
時　

７
月　

日
（
木
）
午
後
６
時

１５

〜
８
時

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室
（
大
）

○
内
容　

子
ど
も
と
子
育
て
の
サ
ポ
ー

ト
を
考
え
る

○
定
員　

５
人
（
申
し
込
み
順
）

【
第
三
専
門
部
会
】

○
日
時　

７
月　

日
（
金
）
午
後
６
時

１６

〜
８
時

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室
（
小
）

○
内
容　

子
ど
も
の
よ
り
よ
い
環
境
づ

く
り
を
考
え
る

○
定
員　

５
人
（
申
し
込
み
順
）

【
看
護
師
（
産
休
・
育
休
代
替
）
】

○
資
格　

看
護
師
資
格
を
お
持
ち
の　
５０

歳
く
ら
い
ま
で
の
方

○
勤
務
日　

週
５
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
含
む
）
で
夜
間
勤
務
あ
り
（
三
交

替
制
）

○
勤
務
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
、
午
後
４
時　

分
〜
午
前

１５

３０

１
時　

分
、
午
前
０
時　

分
〜
９
時　

１５

３０

１５

分○
募
集
人
員　

４
人

○
選
考　

書
類
、
面
接

○
応
募　

電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書

を
郵
送
で
町
田
市
民
病
院
管
理
課
（
〒

　

－

０
０
２
３
、
旭
町
２－

　

－

　

、

１９４

１５

４１

11
７
２
２
・
２
２
３
０
内
線
４
２
８
、

５
５
８
）
へ
。

☆申し込み　電話で下記の各島観光協会へ
・大島観光協会　０４９９２－２－２１７７　・新島観光協会　０４９９２－５－００４８
・式根島観光協会　０４９９２－７－０１７０　・神津島観光協会　０４９９２－８－０３２１
・八丈島観光協会　０４９９６－２－１３７７　・小笠原村観光協会　０４９９８－２－２５８７
・母島観光協会　０４９９８－３－２３００　・利島村役場　０４９９２－９－００１１
・御蔵島村役場　０４９９４－８－２１２１　・青ヶ島村役場　０４９９６－９－０１１１



（４） ２００４．７．１１

市
税
の
納
付
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
な

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

納
税
課
11
７
２
４
・
２
１
２
０

２００４．７．１１ （５）

○
期
日　

８
月
４
日
（
水
）
、
５
日

（
木
）

※
予
備
日
８
月
６
日
（
金
）

○
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

○
会
場　

芹
ヶ
谷
公
園
多
目
的
広
場

○
費
用　

１
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

所
定
の
用
紙
（
町
田
市

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
に
あ
り
ま
す
）
に

費
用
と
顔
写
真
２
枚
（
３　

×
３　

）

cm

cm

を
添
え
て
、
７
月　

日
、　

日
の
午
前

２２

２３

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
審
判
員

資
格
認
定
講
習
会

高
齢
受
給
者
証
を

交

付

し

ま

す

国
民
健
康
保
険

９
時
〜
午
後
４
時
に
同
協
会
（
せ
り
が

や
会
館
内
、
11
７
２
２
・
２
２
５
３
）

へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

１

　

市
内
の
中
小
企
業
者
ま
た
は
、

市
内
で
新
た
に
事
業
を
始
め
る
中

小
企
業
者
が
事
業
資
金
を
調
達
す

る
た
め
、
市
と
取
扱
金
融
機
関
と

の
提
携
及
び
信
用
保
証
機
関
の
協

力
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

取
り
扱
い
は
次
の
金
融
機
関
の

町
田
市
内
に
あ
る
支
店
で
行
っ
て

い
ま
す
。

○
取
扱
金
融
機
関　

八
千
代
・
横

浜
・
三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
東
京

都
民
・
り
そ
な
・
東
日
本
の
各
銀

行
、
城
南
・
横
浜
の
各
信
用
金

庫
、
町
田
市
農
業
協
同
組
合

※
金
融
機
関
、
信
用
保
証
機
関
の

審
査
に
よ
り
、
融
資
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

□問
 

経
済
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１

２
９

※バリアフリー化整備資金、環境改善整備資金及び緊急資金は他の資金と重複して申し込みができます。融資資格確認書を発行しますので、事前にご相談下さい。
※この制度は、信用保証機関（東京信用保証協会）の保証が必要です。また、信用保証機関の指示により上表のほかに保証人を要することもあります。
※信用保証料の約１／２を５万円を限度（バリアフリー化整備資金及び環境改善整備資金は全額）として融資時に補助します。また利子については（　）内の利率
による額を年２回に分け補助します。

町 田 市 中 小 企 業 融 資 制 度 概 要
保証人融資期間・返済方法融資利率融資限度額融資の種類

法人は代表者
個人の連帯保
証が必要

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済
年利２．２％（１．５％）

１，０００万円

運 転 資 金
７年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済設 備 資 金

７年以内（１２か月の据置期間を含む）割賦返済
年利１．８％（１．８％）

バリアフリー化整備資金
環 境 改 善 整 備 資 金

年利２．０％（１．５％）
開 業 資 金

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済　５００万円
緊 急 資 金

年利２．２％（１．５％）小 規 模 企 業 特 別 資 金

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

「
介
護
予
防
」
を
目
標
に
し
、
軽
介

護
を
必
要
と
す
る　

歳
以
上
の
方
を
対

６０

象
に
、
地
域
の
住
民
団
体
等
が
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
人
材
と
、
町

内
会
館
や
公
共
施
設
等
の
建
物
を
有
効

利
用
し
て
、
食
事
や
話
し
合
い
、
生
き

が
い
・
趣
味
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
を
予
防
し
、
地
域
住
民
と

交
流
し
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を

創
っ
て
い
く
活
動
で
す
。
現
在
、
市
内

の
３
つ
の
団
体
に
運
営
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
い
で
下
さ
い
。

○
申
し
込
み　

「
き
ら
く
会
」
市
内
の

南
地
区
を
中
心
に
11
７
２
２
・
０
８
８

２
▽
「
さ
く
ら
の
実
」
市
内
の
中
地
区

を
中
心
に
11
７
２
６
・
５
２
９
７
▽

「
相
原
陶
芸
倶
楽
部
（
新
規
）
」
市
内

の
北
地
区
を
中
心
に
11
７
８
３
・
０
９

５
０

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

６

　

昨
年
１
月
、
写
真
審
査
会
場
で
倒

れ
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
写
真
家
・
秋

山
庄
太
郎
氏
。
最
後
ま
で
写
真
文
化
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
、
秋
山
氏
の
足
跡

を
３
期
に
か
け
て
紹
介
し
ま
す
。
第
１

期
は
、
作
品
集
『 
翳 
』
（
１
９
４
３
）

か
げ

所
収
の
諸
作
品
、
習
作
ノ
ー
ト
な
ど
、

生
前
未
公
開
だ
っ
た
も
の
を
含
む
、
初

期
の
作
品
・
資
料
を
中
心
に
展
示
し
ま

す
。

○
会
期　

８
月　

日
（
日
）
ま
で

２９

○
会
場　

秋
山
庄
太
郎
常
設
展
示
室

□問
 

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
「
秋
山
庄
太

郎
美
術
館
」
11
７
３
６
・
８
２
８
１

戦
没
者
等
の
妻
・
戦
没
者
の
父
母
等
・

戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る

特

別

給

付

金

　

「
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付

金
」
第
十
七
回
と
号
（
１
８
０
万
円
）、

「
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別
給

付
金
」
第
十
九
回
に
号
（
１
０
０
万

円
）
及
び
「
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
」
第
二
十
回
い
号
（　
１５

万
円
、
軽
症
者
７
万
５
０
０
０
円
）
・

第
十
三
回
を
号
（
５
万
円
）
の
請
求
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

「
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別

給
付
金
」
の
対
象
と
な
る
の
は
、
戦
没

者
の
父
母
・
祖
父
母
（
養
父
母
・
養
祖

父
母
等
）
で
す
。
戦
没
者
の
子
・
兄
弟

姉
妹
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◇

　

期
限
は
平
成　

年
９
月　

日
ま
で
で

１６

３０

す
。

　

ま
だ
、
請
求
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
福
祉
総
務
課
で
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３
７

１
日
で
左
表
の
判
定
基
準
の
区
分
①
と

②
に
従
い
更
新
さ
れ
ま
す
。

　

区
分
③
は
、
区
分
①
の
「
一
定
以
上

所
得
者
」
の
中
で
、
申
請
を
し
て
認
め

ら
れ
た
場
合
１
割
証
に
な
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
今
年
度
に
限
り
「
国
民
健

康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
交
付
さ
れ

て
い
る
方
が
少
数
な
こ
と
か
ら
、
申
請

を
省
略
し
、
該
当
し
て
い
る
方
に
は
１

割
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
新
し
い
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
」
は
、
普
通
郵
便
で
７
月　

日
頃

２０

に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１
２
４

　

昭
和
７
年　

月
１
日
以
降
生
ま
れ
の

１０

方
で
、
現
在
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
」
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
今
月

下
旬
に
新
し
い
「
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」

は
、
有
効
期
間
が
１
年
間
で
毎
年
８
月

判　　定　　基　　準
負担
割合内　　　　　容対　象区分

２割
７０歳以上の国民健康保険加入者（７０歳未満の方でも、老人保健法
医療受給者証が交付されている方は対象となります）で、平成１５
年の市都民税課税所得が１２４万円以上の方及び同世帯の方

一定以上
所得者　①

１割一定以上所得者に該当しない方および同世帯の方その他　②

１割

７０歳以上の国民健康保険加入者（７０歳未満の方でも、老人保健法
医療受給者証が交付されている方は対象となります）で、平成１５
年の収入の合計が一定額未満（１人世帯＝４５０万円未満、２人以
上の世帯＝６３７万円未満）である旨の申請をして認定された方

一定以上
所得者で
収入の合
計が一定
未満の方

③

【
ゲ
ス
ト
】
千
野
真
沙
美
（
国
立
ロ
シ

ア
バ
レ
エ
団
プ
リ
ン
シ
パ
ル
）
、
津
村

禮
次
郎
（
観
世
流
シ
テ
方
）
、
伊
勢
田

由
香
（
Ｔ
Ｉ
Ｂ
）
、
今
関
綾
香
（
Ｔ
Ｉ

Ｂ
）
、
桑
野
東
萌
（
Ｔ
Ｉ
Ｂ
）
、
成
舞

香
織
（
Ｔ
Ｉ
Ｂ
）
ほ
か
Ｔ
Ｉ
Ｂ
バ
レ
エ

団【
予
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
く
る
み
割
り
人

形　

第
２
幕
、
ナ
イ
ー
ナ
の
庭
、
変

容
、
共
鳴　

　

月　

日
（
祝
）

１０

１１

午
後
４
時
開
演

３
５
０
０
円

（
税
込
・
全
席
指
定
）

【
７
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１３

３０

予
約
受
付
開
始
】

　

「
マ
リ
ア
・
カ
ラ
ス
国
際
声
楽
コ
ン

ク
ー
ル
（
Ｒ
Ａ
Ｉ
イ
タ
リ
ア
国
営
放
送

主
催
）
」
に
優
勝
し
早　

余
年
、
ミ
ラ

１０

ノ
・
ス
カ
ラ
座
を
は
じ
め
世
界
の
名
門

歌
劇
場
に
出
演
し
、
パ
ヴ
ァ
ロ
ッ
テ
ィ

や
ド
ミ
ン
ゴ
な
ど
と
も
共
演
。

【
予
定
曲
目
】
ヘ

ン
デ
ル
…
�
私
を

泣
か
せ
て
く
だ
さ

い
�
〜
歌
劇
「
リ

ナ
ル
ド
」
よ
り
、

ベ
ル
リ
ー
ニ
…

�
清
ら
か
な
女
神

よ
�
〜
歌
劇
「
ノ

ル
マ
」
よ
り
、
プ

ッ
チ
ー
ニ
…
�
歌

に
生
き
、
愛
に
生
き
�
〜
歌
劇
「
ト
ス

カ
」
よ
り
ほ
か

　

月　

日
（
土
）

１１

２０

午
後
５
時
開
演

４
０
０
０
円

（
税
込
・
全
席
指
定
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
い

た
だ
け
ま
す
。

【
７
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１３

３０

予
約
受
付
開
始
】

　

本
紙
７
月
１
日
号
５
面
に
掲
載
し

た
サ
タ
デ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ

ー
ト
２
０
０
４
「
松
浦
健
ピ
ア
ノ
リ

サ
イ
タ
ル
」
の
開
演
時
間
が
誤
っ
て

い
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
午
後
６
時　

分
開
演
で

３０

す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

□問
 

広
報
広
聴
課
11
７
２
４
・
２
１
０

１
【

お

詫

び

】

　

Ｉ
’ｍ　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｕ
ｄ
、
Ｉ　

Ｂ
Ｅ

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
な
ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
お

楽
し
み
下
さ
い
。

　

月　

日
（
金
）

１０

１５

午
後
６
時　

分
開
演

３０

５
０
０
０
円

（
税
込
・
全
席
指
定
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
い

た
だ
け
ま
す
。

【
７
月　

日
午
前
８
時　

分
か
ら
電
話

１４

３０

予
約
受
付
開
始
】

「初夏」撮影＝秋山庄太郎氏
（作品集『翳』所収）

町町町町町町町町町町町町町町 田田田田田田田田田田田田田田 市市市市市市市市市市市市市市町 田 市
中中中中中中中中中中中中中中 小小小小小小小小小小小小小小 企企企企企企企企企企企企企企 業業業業業業業業業業業業業業中 小 企 業
融融融融融融融融融融融融融融 資資資資資資資資資資資資資資 制制制制制制制制制制制制制制 度度度度度度度度度度度度度度融 資 制 度

ご 利 用 下 さ い

ひなた村（〒１９４－００３２　本町田２８６３、11７２２・５７３６）
◆対象／小・中学生　◆定員／各回３０人（先着順）　◆内容
／できあがったら広場で飛ばします（雨天時、ペットボトル
ロケット作りのみ）　◆費用／無料　◆持ち物／炭酸ジュー
スの入っていた空のペットボトル３個（形は寸胴型で大きさ
が同じもの）、長ぐつ、汚れてもいい服装　◆申込方法／７
月１４日（水）９：００から電話受付

ペットボトルロケット作り

８月４日（水）
①９：３０～１１：３０
②１３：３０～１５：３０

◆対象／小学３年生以上　◆定員／各回２０人（先着順）　◆内
容／弓矢体験、火起こし、石包丁（石さじ）作りに挑戦！
（雨天時、弓矢は中止）　◆費用／２５０円　◆持ち物／水筒
◆申込方法／７月１４日（水）９：００から電話受付

縄文サバイバルに挑戦
８月５日（木）
①９：３０～１１：４５ 
②１３：３０～１５：４５

◆対象／①小学１～３年生　②小学３～６年生　③小学６年
生～中学生　◆定員／先着順で①午前午後各１０人ずつ　②２０
人　③１０人　◆内容／①２０日は懐中電灯作り、２１日は電流ゲ
ーム作り　②２５日はソーラーカー作り　③２６日、２７日はロボ
ット作り　◆費用／３００円～２，０００円　◆持ち物／②と③はお
弁当持参　◆申込方法／７月１４日（水）１３：００から電話受付

夏休み電気工作教室
①８月２０日（金）、２１日（土）
各日１０：００～１２：００、　
１３：００～１５：００ 
②８月２５日（水）
１０：００～１５：００

③８月２６日（木）、２７日（金）
１０：００～１５：００

◆対象／小学３年生～高校生　◆定員／先着順で①２０人②３０
人◆内容／①額絵（７×９ｃｍ）　②アクセサリー　◆費用
／①６００円②１，０００円くらい◆持ち物／ティッシュペーパー、
お弁当　◆申込方法／７月１５日（木）９：００から電話受付

七宝焼き
①８月２６日（木）
１０：００～１５：３０ 
②８月２７日（金）
１０：００～１５：００

◆対象／小学２年生～高校生　◆定員／３６人（先着順）　◆
内容／キーホルダー、コースター、しおり、ペンケース、小
銭入れ、小銭入れ（熊）、小銭入れ（猫）、フリー小物を作
ります　※作りたいものを、申し込むときに注文して下さい
◆費用／４００円～　◆申込方法／７月１５日（木）午前９時か
ら電話受付

レザークラフト

８月２９日（日）
１０：００～１５：００

ばあん（〒１９４－００１２　金森１７００－９、11７８８・４１８１）
◆対象／小学生以上とその保護者　◆定員／２５組５０人（抽選）
◆会場／市民フォーラム和室、調理室　◆内容／和菓子作り
と優雅なお茶会　◆費用／１人５０円　◆申込方法／往復ハガ
キに希望の時間帯、住所、参加者氏名、学校名、学年、電話
番号、返信用ハガキにあて名を記入し７月２０日（火）まで
（必着）にばあん「夏の優雅なお茶会」係へ

夏の優雅なお茶会
８月１日（日）

①１０：００～②１０：３５～
③１１：１０～④１１：４５～
⑤１３：３０～⑥１４：０５～
⑦１４：４０～⑧１５：１５～

◆対象／①小学１、２年生②小学３年生以上　◆定員／各回
１５人（先着順）　◆内容／道具のただしい使い方を覚えなが
ら、安全に楽しく木工作をします　①のこぎりやげんのうを
使いながら自由に木工作②２人もすわれるベンチ作り　◆費
用／①１００円②４００円　◆申込方法／７月１７日（土）１０：００から
窓口で受付

夏休み工作教室　木工作

８月２１日（土）
①１０：００～１２：００
②１３：３０～１７：３０

◆対象／小学生以上　◆定員／各回１５人（先着順）　◆内容
／千代紙でたまて箱とかさを作ります　◆費用／２５０円　◆
申込方法／７月１７日（土）１０：００から窓口で受付

夏休み工作教室
８月２２日（日）
①１０：００～１２：００
②１４：００～１６：００

ごみ減量課（〒１９４－０２０２　下小山田町３１６０、11７９７・０５３０）
◆対象／市内在住の小学４～６年生　◆定員／４０人（応募多
数の場合抽選）　◆内容／バスで、再資源化１００％の工場
と、環境学習施設を見学　◆費用／無料　◆持ち物／お弁
当、水筒、タオル◆申込方法／ハガキに住所、氏名、学校
名、学年、電話番号を明記し、７月３０日（金）まで（必着）
に同課「夏休みこどもエコツアー」係へ

夏休み子どもエコツアー

８月２０日（金）
８：００～１５：００

◆対象／小学生（３年生以下は保護者同伴）　◆定員／５０人
（先着順）　◆会場／森野分庁舎　◆内容／乾電池チェッカ
ー作りとごみの分別ゲームをします　◆持ち物／はさみ　◆
申込方法／７月１２日（月）から電話受付

エコクラフト＆分別ゲーム

８月２５日（水）
１３：３０～

児童青少年課（11７２４・２１８２）
◆対象／小・中学生とその保護者　◆定員／なし　◆会場／
町田第一小学校校庭　◆内容／紙飛行機を製作し、手投げに
よる滞空時間を競います　◆費用／無料　◆申込方法／直接
会場へ　◆指導／町田紙飛行機倶楽部　※雨天中止

夏休み親子紙飛行機大会

７月２４日（土）９：５０～１１：３０
（９：３０受付開始）

◆対象／どなたでも　◆会場／ぽっぽ町田（原町田４－１０－
２０）　◆内容／町田市ジュニアリーダーのお兄さんお姉さん
たちが、いろんなあそびやゲームのお店をひらきます　◆費
用／無料　◆申込方法／直接会場へ

夏休み子どもひろば

８月７日（土）、８日（日） 
いずれも１１：００～１４：３０

博物館（〒１９４－００３２　本町田３５６２、11７２６・１５３１）
◆対象／小学校１～４年生とその保護者　◆定員／２０組
（抽選）　◆内容／旧石器人や縄文人になった気持ちで石運
びを体験してみます　◆費用／１人７０円（保険料ほか）　◆
持ち物／大きめのリュック、飲み物　※動きやすい服装で帽
子、運動靴着用◆申込方法／往復ハガキに住所、氏名、学
年、電話番号を記入し、７月３１日（土）までに（必着）同館
「石を運んでみよう」係へ

ワークショップ
「石を運んでみよう」

８月８日（日）１４：００～１５：３０ 
『かつて石の時代があった！
　～狩猟採取民と石～』展開催 
（７月１７日～８月２９日）

まちだ中央公民館（〒１９４－００１３　原町田６－８－１、11７２８・００７１）
◆対象／市内在住の小学生（小学１～３年生は保護者同伴）
◆定員／３０人（抽選）　◆内容／原爆ドームの紙工作を通
し、平和について学習します　◆持ち物／はさみ、木工ボン
ド、３０ｃｍ定規、黒ボールペン、カッター、作品持帰り用の
袋　◆申込方法／往復ハガキに住所、氏名（ふりがな）、学
年、年齢、電話番号、保護者の氏名を記入し、７月２０日（火）
まで（必着）に同館「原爆ドームをつくろう」係へ

紙工作で原爆ドーム
をつくろう

７月３１日（土）
９：００～１２：３０

　小学校を通じてこ
のリーフレットを配
布します。また、こ
どもセンター、青少
年施設、各市民セン
ターでも配布してい
ます。

子ども生活部児童青少年課
11７２４・２１８２

生涯学習部社会教育課
11７２４・２７５６

夏休み子どもフェアー
のお問い合わせは

問�

7月27日（火）�
場所 ≫≫相模川自然の村�

  五感を使った自然体験（ネイチャーゲーム）�
  で、夏の清流を満喫しよう　�

◆対象/小学校３～６年生　◆定員/40人（抽選）◆�

費用/1,000円（保険料等／当日徴収）◆集合/市役所�

周辺（庁用バスにて送迎します）◆持ち物/お弁�

当・水筒 他（詳細は別途連絡します）◆申込方法/往�

復ハガキに住所・氏名（ふりがな）・生年月日・学年・性別・�

電話番号を書いて7月20日（火）まで（必着）に�

　　児童青少年課（〒194-0022、森野1-33-10）へ�

   　児童青少年課�

  （　 ７２４・２１８２）�

7月18日（日）�
10：00～14：00�

会場 ≫≫青少年施設ひなた村�
（どなたでも直接会場へおいで下さい　 ）�

ゲーム、工作、模擬店等�
カレーで遊ぼうパン、ダンスなど�

 　青少年施設ひなた村�
（　 ７２２・５７３６）�

問�問�

8月21日（土）�
10：00～15：00�

会場 ≫≫大地沢青少年センター�
（ どなたでも直接会場へおいで下さい　 ）�

 郷土芸能、手作りコーナー、自然体験�

 模擬店、吹奏楽、和太鼓他�

　　大地沢青少年センター�
（　 ７８２・３８００）�

問�

8月29日（日）�
12：00～16：00�

会場 ≫≫子どもセンターばあん�
（ どなたでも直接会場へおいで下さい　 ）�

 ゲーム、工作、模擬店等�

　　子どもセンターばあん�
（　 ７８８・４１８１）�

7月22日（木）�
会場 ≫≫森野分庁舎�
①Aコース　9:30～12:00�
②Bコース　9:50～12:00�
  ③Cコース　13:30～16:00�
  ④Dコース　13:50～16:00�

◆対象/①③は小学3～6年生　②④は小学1～6年生�

◆定員/①③45人　②④50人（先着順）◆内容�

/チラシをつかったすばラシい工作教室（①③は森野�

分庁舎見学もあります）　◆持ち物/広告チラシ（新聞�

紙半分の大きさでカラーのものを10枚くらい）ハサミ、�

筆記用具　 ◆申込方法/7月12日（月）から電話受付�

  　　社会教育課�

  （　 ７２４・２７５６）�

問�

問�
11

11

11

11

11

! !

! !

! !

！�！�



（６） ２００４．７．１１

町田商工会議所起業家創出塾
内　　　　　容日　時

店舗視察「もうけの現場のかくれたヒント」

自分の中で温めていた事業アイデアを事業とし
て展開するために具体化させていきます
●経営専門家が個別指導を行います
【学ぶこと】
「なぜ繁盛しているか」売り方、立地選定、マ
ーケティング調査の方法論を研究します
※宿題：本格版事業計画をつくる（見本有り）

８月２２日（日）
１０：００～１６：００

事業内容を詰めていく

本格版事業計画を作成し、グループディスカッ
ションを行います。その後修正し、完成に近づ
けていきます
●創業に成功するにはニッチマーケットを狙え
●経営専門家が個別指導を行います
【学ぶこと】
経営環境分析、経営戦略、販売戦略など
※宿題：財務シュミレーションをつくる（見本有り）

８月２９日（日）
１０：００～１６：００

お客様のハートをつかむ実践営業術

●営業のイロハからプロジェクト進行のマネジ
メントまで
●経営専門家が個別指導を行います
【学ぶこと】
※営業に関する一連の流れを１日でマスターします

９月５日（日）
１０：００～１６：００

事業計画を完成させ、起業予定を立てる

事業計画の最終的な詰めを行います。また、起
業までの具体的スケジュールをまとめていきま
す
●経営専門家が個別指導を行います
【学ぶこと】
事業計画の整合化、事業家までのスケジューリング

９月１２日（日）
１０：００～１６：００

販
売
し
て
い
ま
す

生
ご
み
堆
肥
化
容
器

　

市
で
は
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る

容
器
を
販
売
し
て
い
ま
す
（
左
上
表
参

照
）
。
見
本
品
は
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ

ン
タ
ー
（
全
７
種
類
）
、
市
役
所
本
庁

舎
（
３
種
類
）
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

（
１
〜
３
種
類
）
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
の

容
器
名
と
個
数
（
２
セ
ッ
ト
ま
で
）
を

明
記
し
、
ご
み
減
量
課
（
〒　

－

０
２

１９４

０
２
、
下
小
山
田
町
３
１
６
０
、
リ
サ

イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
11
７
９
７

・
０
５
３
０
、
6
７
９
７
・
５
３
７

４
）
へ
。

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資

格

更

新

講

習

会

平
成　

年
度

１６

○
対
象　

都
内
の
公
共
下
水
道
管
理
者

が
交
付
し
て
い
る
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
資
格
者
証
の
有
効
期
限
が
平
成　
１７

年
３
月　

日
ま
で
の
方

３１

※
講
習
を
修
了
し
な
か
っ
た
場
合
、
平

成　

年
４
月
１
日
以
降
排
水
設
備
工
事

１７

責
任
技
術
者
の
資
格
を
失
い
ま
す
。

○
期
日　

９
月　

日
（
火
）
、　

日

１４

１５

（
水
）
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日
を
受
講

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

○
会
場　

千
代
田
公
会
堂
（
千
代
田
区

九
段
南
）

○
費
用　

３
５
０
０
円

○
申
し
込
み　

申
込
書
（
更
新
対
象
者

に
郵
送
さ
れ
ま
す
）
を
７
月　

日
〜
８

１２

月　

日
（
消
印
有
効
）
に
郵
送
で
東
京

１３
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
へ
。

※
住
所
・
氏
名
等
に
変
更
が
あ
り
届
出

を
し
て
い
な
い
方
は
、
現
在
登
録
し
て

い
る
公
共
下
水
道
管
理
者
に
所
定
の
手

続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

□問
 

東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス（
株
）11　
０３

・
３
２
４
１
・
０
８
１
８
、
町
田
市
下

水
道
部
業
務
課
11
７
２
０
・
１
８
２
１

木
に
登
り
石
垣
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。

　

胴
体
の
腹
部
に
あ
る
爬
虫
類
（
は
ち

ゅ
う
る
い
）
を
特
徴
付
け
る
板
状
の
ウ

ロ
コ
（
鱗
）
を
垂
直
に
立
て
る
と
、
そ

れ
を
木
の
皮
に
食
い
込
ま
せ
る
よ
う
に

体
全
体
を
波
立
た
せ
る
。
カ
ラ
カ
ラ
と

い
う
不
気
味
な
音
、
正
に
曲
が
り
く
ね

っ
た
線
路
を
行
く
細
い
急
行
列
車
だ
っ

た
。

　

さ
て
、
こ
の
シ
マ
ヘ
ビ
は
、
体
に
黒

っ
ぽ
い
縦
じ
ま
が
四
本
（
尾
は
二
本
）

あ
り
、
沖
縄
を
除
く
日
本
列
島
の
特
産

で
、
カ
エ
ル
、
ト
カ
ゲ
な
ど
を
好
ん
で

食
べ
る
。
昔
か
ら
肉
が
美
味
な
こ
と
か

ら
民
間
で
は
か
な
り
食
用
に
さ
れ
て
い

た
ら
し
い
。
気
味
が
悪
い
な
ん
て
い
い

出
し
た
の
は
最
近
の
こ
と
か
も
知
れ
な

い
。
現
に
私
の
実
家
長
野
の
隣
主
人
は

結
核
を
患
っ
た
が
、
家
の
石
垣
に
住
み

付
い
て
い
た
こ
の
ヘ
ビ
を
食
べ
て
病
気

を
治
し
た
と
の
話
を
母
か
ら
よ
く
聞
い

た
。
皮
を
む
い
て
短
く
切
る
と
、
切
り

身
が
動
い
て
い
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
ヘ
ビ
は
き
ら
わ
れ
者
で

あ
る
が
十
二
支
に
登
場
す
る
く
ら
い
だ

か
ら
も
っ
と
か
わ
い
が
っ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
現
に
私
の
孫
も
巳
年
、

な
ん
と
も
可
愛
い
。
毎
年
、
大
き
な
鯉

の
ぼ
り
を
孫
に
手
伝
わ
せ
な
が
ら
揚
げ

る
が
、
そ
の
時
の
孫
の
笑
顔
に
爺
（
じ

じ
）
で
あ
る
こ
と
の
幸
せ
を
、
ふ
と
感

じ
至
福
の
一
時
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

（
三
輪
町　

北
村
文
治
）

　

「
ヘ
ビ
、
ヘ
ビ
、
ヘ
ビ
だ
よ
」
そ
ろ

そ
ろ
三
歳
の
孫
と
近
く
の
沢
谷
戸
公
園

を
歩
く
。
沢
山 
城
址 
へ
の
山
道
は
、
春

じ
ょ
う
し

先
の
格
好
の
散
歩
道
。
竹
の
大
小
様
々

な
根
茎
が
ヘ
ビ
に
見
え
る
ら
し
い
。

　

「
ヘ
ビ
だ
。
本
当
の
ヘ
ビ
だ
よ
」
思

わ
ず
口
を
突
い
て
出
る
。 
何  
時 
の
間
に

い 

つ

か
孫
を
抱
き
か
か
え
て
い
た
。
気
味
悪

く
光
る
皮
ふ
、
か
な
り
太
い
ア
オ
ダ
イ

シ
ョ
ウ
だ
っ
た
。
そ
の
動
き
の
素
早
い

こ
と
。
ア
ッ
と
い
う
間
に
姿
を
消
し

た
。
生
き
物
や
花
好
き
の
孫
も
、
本
物

の
ヘ
ビ
の
動
き
に
驚
い
た
ら
し
い
。
そ

う
い
え
ば
以
前
雨
漏
り
す
る
の
で
安
っ

ぽ
い
ス
レ
ー
ト 
瓦 
を
は
が
す
と
、
ヘ

か
わ
ら

ビ
の
抜
け
が
ら
が
長
々
と
横
た
わ
っ
て

い
た
っ
け
。
三
輪
は
自
然
も
ヘ
ビ
も
多

い
と
こ
ろ
だ
。
私
が
三
輪
の
住
民
入
り

し
た
の
も
、
そ
ん
な
環
境
が
好
き
だ
っ

た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
鶴
見
川
沿
い

の
我
が
家
、
南
側
に
歩
道
兼
自
転
車
道

路
が
走
る
。
鶴
川
四
小
に
奉
職
し
て
い

た
時
に
い
た
だ
い
た
記
念
樹
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
を
敷
地
の
片
す
み
に
植
え
た
。
今

で
は
直
径
四
〇　

を
越
す
大
木
に
育

cm

ち
、
多
く
の
人
に
春
の
花
の
素
晴
ら
し

さ
と
夏
の
涼
し
い
木
陰
を
提
供
し
て
く

れ
る
。

　

今
年
の
五
月
十
三
日
、
こ
の
木
の
前

に
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま
る
人
影
、
何
や

ら
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
か
な
か

動
こ
う
と
し
な
い
の
で
、
声
を
か
け
て

み
た
。
そ
っ
と
指
さ
す
方
向
に
目
を
や

る
。
な
ん
と
桜
の
木
の
枝
に
見
事
に
巻

き
付
い
た
シ
マ
ヘ
ビ（
写
真
）だ
っ
た
。

　

手
も
足
も
な
い
ヘ
ビ
が
木
登
り
を
す

る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
方
も

お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
私
も
不
思
議
に
思

い
、
以
前
ヘ
ビ
好
き
な
児
童
が
教
室
に

持
参
し
た
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
を
、
か
わ

い
そ
う
な
の
で
自
然
に
返
し
て
や
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
す
る
と
す
ご
い
早
さ
で

　

自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
自
然
を
ま
な
ぶ

夏
の
楽
し
い
一
日
教
室
で
す
。

○
対
象　

小
学
校
３
年
生
〜
中
学
生

○
期
日
・
内
容　

７
月　

日
（
土
）
＝

２４

夏
休
み
子
ど
も
自
然
教
室

か
し
の
木
山
自
然
公
園

　

も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。
中
央
図
書

館
で
は
、
楽
し
い
催
し
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
い
で
下
さ
い
。

【
わ
ら
べ
う
た
・
て
あ
そ
び
・
よ
み
き

か
せ
の
会
】

○
対
象　

０
〜
２
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者

○
日
時　

７
月　

日
（
金
）
午
前　

時

１６

１０

　

分
か
ら
、　

時　

分
か
ら

１５

１０

４５

○
会
場　

中
央
図
書
館
４
階
お
は
な
し

の
へ
や 夏

の

催

し

市
立
中
央
図
書
館

【
版
で
遊
ぼ
う
！
第
５
回
銅
版
画
一
日

教
室－

エ
ッ
チ
ン
グ－

】

　

銅
版
画
の
代
表
的
な
技
法
の
ひ
と

つ
、
エ
ッ
チ
ン
グ
の
初
歩
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

８
月　

日
（
土
）
午
後
１
時

１４

国
際
版
画
美
術
館

　

上
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

独
立
開
業
を
目
指
す
方
で
、

創
業
に
向
け
た
具
体
的
プ
ラ
ン
が
明
確

な
方
ま
た
は
全
回
受
講
可
能
な
方

○
会
場　

ぽ
っ
ぽ
町
田
地
下
会
議
室

○
定
員　
　

人
（
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に

１５

て
選
考
）

○
費
用　

３
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

７
月　

日
〜　

日
に
、

１２

３１

町
田
商
工
会
議
所
「
所
定
の
申
込
書
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

町
田
商
工
会
議
所
が
申
込
窓
口
と
な
り

ま
す
。

□問
 

町
田
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

11
７
２
２
・
５
９
５
７
、
町
田
市
経
済

振
興
課
11
７
２
４
・
２
１
２
８

起
業
家
創
出
塾

夢
を
現
実
に
す
る

（
そ
の　

）
２５９

シ

マ

ヘ

ビ　

ク
ワ
ガ
タ
と
ス
ズ
ム
シ
の
育
て
方
と
容

器
作
り
、　

日
（
日
）
＝
野
鳥
の
ブ
ロ

２５

ー
チ
を
作
ろ
う
、　

日
（
月
）
＝
水
で

２６

っ
ぽ
う
作
り
と
木
の
実
の
工
作
、　

日
２７

（
火
）
＝
「
葉
っ
ぱ
の
図
鑑
」
を
作
ろ

う○
時
間　

い
ず
れ
も
午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
３
時

○
費
用　

１
回
４
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
参
加
希
望
の
日
と
内
容
（
複
数

回
申
込
可
）
・
学
校
名
・
学
年
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、
７
月　

日
ま
で
（
必

１６

着
）
に
か
し
の
木
山
自
然
公
園
「
森
の

家
」
（
〒　

－

０
０
４
４
、
成
瀬
３
０

１９４

８
４
、
11
７
２
４
・
１
６
６
０
）
へ
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
会
場　

同
館
版
画
工
房

○
内
容　
　

×
９　

の
銅
版
を
使
っ
た

１２

cm

単
色
作
品
の
制
作

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
１５

○
費
用　

１
２
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
面

に
講
座
名
・
開
催
日
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
（
講
座
の
内
容

及
び
進
行
に
必
要
。
記
入
は
任
意
）
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
７
月　

日
ま
で

２１

（
必
着
）
に
国
際
版
画
美
術
館
普
及
係

（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

　

１９４

２８

－

１
、
11
７
２
６
・
２
８
８
９
）
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市
内
在
住
の

方
及
び
同
館
の
講
座
の
受
講
経
験
の
無

い
方
を
優
先
の
う
え
抽
選
し
ま
す
。

※
一
通
の
ハ
ガ
キ
で
複
数
の
人
数
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

木
に
登
る
シ
マ
ヘ
ビ

（　

・
５
・　
　

三
輪
町
の
我
が
家
で
）

０４

１３

　

２
０
０
５
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
児
童
で
、
何
ら
か
の
障
が
い
や
発

達
の
遅
れ
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
た
め
の

「
就
学
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
、
次
の
日
時
の
い
ず

れ
か
で
、
受
付
会
場
ま
で
お
い
で
下
さ

い
。 就

学

相

談

障
が
い
の
あ
る
児
童
の
た
め
の

生ごみ堆肥化容器一覧
価格（送料・税込み）特　　　　　徴容量（㍑）容器名
２，７００円地上型のスタンダードタイプです。１３０コンポスター１３０型
２，７００円地上型で小型サイズの角型タイプです。７０コンポスターＤ－７０型
４，７００円地中型で投入蓋以外はすべて土に埋設します。１７０エコロエース

４，４００円ＥＭ菌をふりかけ発酵させる地中型で２個セットです
（発酵資材＝ＥＭ菌５００ｇ１ボトル付き）。３０ミラコンポ

３，１００円地上型で取出口が付いているため、堆肥の取り出しができます。１２０コンポエース１２０Ｎ

３，０００円ＥＭ菌をふりかけ発酵させるバケツ型で２個セットです
（発酵資材＝ＥＭ菌５００ｇ３袋付き）。１８.３ボカシ肥料専用容器

ＡＴ＃１８

２，２００円ＥＭ菌をふりかけ発酵させるバケツ型で２個セットです
（発酵資材＝ＥＭ菌５００ｇ３袋付き）。１５ＥＭサポートＲ１５

※容器購入後に発酵促進剤や防臭剤などが必要な場合は、ご自身で購入していただくことになります。ご了承下さい。

【
児
童
読
書
感
想
画
展　

作
品
募
集

よ
ん
だ
こ
と
を
え
に
し
ち
ゃ
お
！
】

　

図
書
館
で
見
つ
け
た
本
な
ど
で
、

感
じ
た
こ
と
を
絵
に
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

○
募
集
期
間　

７
月　

日
（
土
）
〜
８

１７

月　

日
（
火
）

３１
○
受
付
場
所　

中
央
図
書
館
４
階
こ
ど

も
の
ひ
ろ
ば
児
童
カ
ウ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
用
紙
と
画
用
紙
を
配
布
し

ま
す
。

○
展
示
期
間　

９
月　

日
（
金
）
〜　

１０

１０

月　

日
（
水
）

１３
□問
 

中
央
図
書
館
11
７
２
８
・
８
２
２
０

　

あ
そ
び
ば
・
ま
な
び
ば
の
紹
介
、

市
役
所
の
仕
事
、
町
田
市
の
紹
介
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
８

７
６

○
日
時　

７
月　

日
（
月
）
、　

日

１２

１６

（
金
）
、　

日
（
月
）
、　

日
（
水
）、

２６

２８

８
月
２
日
（
月
）
、　

日
（
水
）
、　

１１

２３

日
（
月
）
午
前
９
時
〜　

時　

分
、
午

１１

３０

後
１
時　

分
〜
４
時

３０

※
い
ず
れ
の
日
も
都
合
の
悪
い
方
は
、

８
月　

日
ま
で
に
電
話
で
ご
連
絡
下
さ

１３

い
。

○
会
場　

市
役
所
森
野
分
庁
舎
４
階
会

議
室

※
母
子
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
あ
る
方
は
お
持
ち
下
さ
い
。

お
子
さ
ん
は
同
伴
で
な
く
て
結
構
で

す
。

※
中
学
校
進
学
に
つ
い
て
の
相
談
申
し

込
み
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
行
い
ま

す
。
な
お
、
私
立
小
学
校
等
に
在
学

で
、
都
立
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
ま
た

は
市
立
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
障

が
い
学
級
へ
の
進
学
を
お
考
え
の
方
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

指
導
課
11
７
２
４
・
２
１
８
０



２００４．７．１１ （７）

レ

デ

ィ

ー

ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
近
郊
大
会

○
資
格　

既
婚
ま
た
は　

歳
以
上
の
女

３６

性○
日
時　

９
月　

日
（
火
）
午
前
９
時

１４

か
ら

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
種
目　

ペ
ア
の
合
計
年
齢
別
ダ
ブ
ル

ス
個
人
戦　

①
Ａ
Ⅰ
・
Ａ
Ⅱ
ラ
ン
ク

（
計　

歳
以
下
）
②
Ｂ
Ⅰ
・
Ｂ
Ⅱ
ラ
ン

８５

ク
（
計　

〜　

歳
）
③
Ｃ
Ⅰ
・
Ｃ
Ⅱ
ラ

８６

９５

ン
ク
（
計　

〜
１
０
５
歳
）
④
Ｄ
Ⅰ
・

９６

Ｄ
Ⅱ
ラ
ン
ク
（
計
１
０
６
〜
１
１
１

歳
）
⑤
Ｅ
Ⅰ
・
Ｅ
Ⅱ
（
計
１
１
２
歳
以

上
）

※
Ⅰ
ラ
ン
ク
は
ど
ち
ら
か
一
方
、
ま
た

は
両
者
が
三
多
摩
Ａ
、
�
の
方
、
Ⅱ
ラ

ン
ク
は
Ⅰ
ラ
ン
ク
以
外
の
方
（
年
齢
は

大
会
当
日
）

※
Ｄ
ラ
ン
ク
以
上
は
選
手
の
下
限
年
齢

を　

歳
と
す
る
。

５０
○
費
用　

１
ペ
ア
２
５
０
０
円
（
組
み

合
わ
せ
当
日
に
徴
収
）

※
８
月　

日
午
前　

時
か
ら
サ
ン
町
田

１０

１０

旭
体
育
館
で
組
み
合
わ
せ
を
行
い
ま

す
。

○
申
し
込
み　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
７
月　

日
午
後
５
時
ま

１５

で
に
体
育
協
会
事
務
局
へ
。

※
詳
細
は
大
会
要
項
を
参
照
下
さ
い
。

’Ａ

軟
式
野
球
大
会

○
資
格　

登
録
人
員　

〜　

人
で
①
市

１３

２０

民
で
編
成
す
る
チ
ー
ム
②
市
内
の
職
場

に
勤
務
す
る
方
で
編
成
す
る
チ
ー
ム

③
専
修
学
校
生
、
各
種
学
校
生
で
編
成

す
る
チ
ー
ム
（
学
校
の
チ
ー
ム
名
は
不

可
）
④　

歳
以
上
の
方
で
編
成
す
る
チ

４０

ー
ム
⑤
女
性
で
編
成
す
る
チ
ー
ム

○
期
日　

９
月
５
日
（
日
）
か
ら
毎
週

日
曜
日
と
祝
日

○
会
場　

市
民
球
場
、
藤
の
台
球
場
ほ

か※
９
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時
か
ら
市

民
球
場
（
雨
天
時
は
サ
ン
町
田
旭
体
育

館
）
で
開
会
式
を
行
い
ま
す
。

○
費
用　

５
０
０
０
円

※
新
規
参
加
チ
ー
ム
は
ほ
か
に
連
盟
登

録
料
１
万
４
０
０
０
円
、
都
軟
式
野
球

連
盟
登
録
料
１
人
５
０
０
円
、
プ
ラ
カ

ー
ド
料
３
１
５
０
円
が
必
要
で
す
。

○
申
し
込
み　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
７
月　

日
午
前
９
時
〜
午

２５

後
３
時
に
市
民
球
場
管
理
棟
２
階
会
議

室
へ
。

※
申
込
用
紙
は
７
月　

日
に
市
民
球
場

１８

管
理
棟
で
、
７
月　

日
〜　

日
に
総
合

１９

２４

体
育
館
で
配
布
し
ま
す
。
配
布
時
間
は

チ
ー
ム
対
抗
テ
ニ
ス

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の　

歳
以

１８

上
の
方
で
編
成
す
る
チ
ー
ム
及
び
テ
ニ

ス
協
会
加
盟
団
体
（
高
校
生
は
除
く
）

○
期
日　

８
月　

日
（
日
）
＝
女
子
１

２９

部
▽
９
月
５
日
（
日
）
＝
男
子
１
部
、

女
子
２
部
・
３
部
▽
９
月　

日
（
日
）

１２

＝
男
子
２
部
・
３
部

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
正
午
〜
午

２４

後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ビ
デ
オ
ク

リ
ニ
ッ
ク
①
（
自
由
練
習
も
で
き
ま

す
）

※
貸
弓
具
を
希
望
の
方
は
事
前
に
電
話

で
町
田
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
（
11
７

２
４
・
０
３
２
１
）
へ
。

○
費
用　

２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

●
玉
川
大
学
公
開
講
座

　

問
い
合
わ
せ
は
同
大
学
継
続
学
習
セ

ン
タ
ー
（
11
７
３
９
・
８
８
９
５
）
へ

／
昆
虫
の
魅
力
を
探
る
、
小
児
救
急
法

講
座
、
酸
素
供
給
法
講
座
、
小
児
救
急

法
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
、

ス
ポ
ー
ツ
救
急
法
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

養
成
講
座

●
昭
和
薬
科
大
学
薬
用
植
物
園
・
薬
草

教
室

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
日
時

＝
７
月　

日
午
後
１
時　

分
〜
３
時

１７

３０

（
午
前　

時
〜
午
後
４
時
ま
で
薬
用
植

１１

物
園
を
開
放
し
ま
す
）
／
会
場
＝
同
大

学
薬
用
植
物
園
／
テ
ー
マ
＝
ウ
メ
／
□問
 

同
大
学
11
７
２
１
・
１
５
８
５

●
桜
美
林
大
学
・
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

募
集

　

今
秋
、
約　

人
の
留
学
生
が
来
日

５０

し
、
同
大
学
で
学
び
ま
す
。
そ
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す
／
資
格
＝
９
月
〜
２
０
０

５
年
７
月
の
間
で
３
か
月
以
上
受
け
入

れ
可
能
な
方
で
、
同
大
学
へ
の
通
学
時

間
が
１
時
間
以
内
の
、
部
屋
・
食
事
等

を
提
供
で
き
る
方
／
英
語
や
留
学
生
の

母
国
語
を
話
せ
る
こ
と
が
条
件
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
／
□問
 

同
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

11
７
９
７
・
５
４
１
９

●
法
政
大
学
多
摩
図
書
館
の
お
知
ら
せ

　

夏
休
み
期
間
中
、
高
校
生
に
図
書
館

を
開
放
し
ま
す
／
対
象
＝
市
内
在
住
、

在
学
の
高
校
生
／
期
間
＝
８
月
１
日
〜

　

日
、　

日
〜　

日
、　

〜　

日
／
時

１４

２３

２７

３０

３１

間
＝
平
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
８
時
、

土
曜
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
、

日
曜
日
…
午
前　

時
〜
午
後
５
時
／
生

１０

徒
手
帳
等
、
住
所
を
確
認
で
き
る
も
の

を
お
持
ち
下
さ
い
／
□問
 

法
政
大
学
多
摩

図
書
館
11
７
８
３
・
２
２
６
２

冷
房
の
季
節
で
す�

問�（
社
）町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
７
２
３
・
２
１
４
７�

エ
ア
コ
ン
洗
浄

�

11

＝
模
擬
店
、
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等

／
□問
 

町
田
養
護
学
校
11
７
３
７
・
０
５

７
０

●
町
田
荘
・
サ
ル
ビ
ア
荘
納
涼
祭

　

日
時
＝
７
月　

日
午
後
５
時　

分
〜

３１

４５

７
時　

分
／
内
容
＝
盆
踊
り
、
模
擬

４５

店
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
／
□問
 

町
田
荘

11
７
９
１
・
０
９
０
５

●
夏
休
み
親
子
陶
芸
教
室

　

対
象
＝
小
学
生
以
上
の
子
と
そ
の
親

／
日
時
＝
①
７
月　

日
午
前　

時　

分

２８

１１

３０

〜
午
後
０
時　

分
②
７
月　

日
午
後

３０

２９

２
時
〜
３
時
／
定
員
＝
各
日
５
組
（
申

し
込
み
順
）
／
費
用
＝
１
組
２
０
０
０

円
／
□問
 

明
和
荘
タ
イ
ム
ス
11
７
２
６
・

９
８
４
９

●
共
働
学
舎
夕
涼
み
会

　

日
時
＝
７
月　

日
午
後
４
時
〜
８
時

２４

／
会
場
＝
小
野
路
共
働
学
舎
／
内
容
＝

ブ
ル
ー
ス
ハ
ー
プ
、
和
太
鼓
、
青
波

エ
イ
サ
ー
、
夜
店
ほ
か
／
□問
 

共
働
学
舎

11
７
３
７
・
７
６
７
６

●
町
田
商
工
会
議
所
・
パ
ソ
コ
ン
講
座

【
デ
ジ
カ
メ
写
真
を
整
理
し
よ
う
〜

ア
ル
バ
ム
＆
レ
シ
ピ
講
座
〜
】

　

日
時
＝
８
月
２
日
、
４
日
、
６
日
午

後
２
時
〜
５
時
（
３
日
間
９
時
間
コ
ー

ス
）
／
日
程
等
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
ま
た
、
同
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.m

a
c
h
id
a－

c
c
i.o

r.jp
/

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
／
□問
 

同
会
議
所
11
７
２
２
・
５
９
５

７●
都
立
町
田
高
校
公
開
講
座
「
季
節
感

あ
ふ
れ
る
料
理
を
手
作
り
で
」

　

対
象
＝
都
内
在
住
、
在
勤
の
方
／
期

日
＝
９
月　

日
、　

月
９
日
、　

月　

２５

１０

１１

１３

日
、　

月　

日
、
２
０
０
５
年
１
月　

１２

１１

２２

日
（
全
５
回
）
／
会
場
＝
同
校
／
定
員

＝　

人
／
費
用
＝
７
５
０
０
円
／
申
し

２１
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
８
月
２

日
ま
で
（
必
着
）
に
同
校
公
開
講
座
担

当
（
〒　

－

０
０
２
１
、
中
町
４－

　

１９４

２５

－

３
、
11
７
２
２
・
２
２
０
１
）
へ
。

時
ま
た
は
午
後
３
時
〜
７
時
／
人
員
＝

各
１
人
／
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
／
□問
 

同
園
11
７
９
６
・
３
６
２
８

●
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
・
非
常
勤
職
員

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
介
助
員
）
募
集

　

資
格
＝
ヘ
ル
パ
ー
２
級
及
び
普
通
自

動
車
免
許
を
お
持
ち
の
方
／
勤
務
日
＝

週
３
〜
４
日
（
４
日
の
場
合
は
雇
用
保

険
に
加
入
）
／
人
員
＝
２
人
／
申
し
込

み
＝
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
で
同
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
０
１

１９４

３
、
成
瀬
台
３－

　

－

１
、
11
７
２
０

２４

・
２
２
０
２
）
へ
。

●
学
童
保
育
指
導
員
募
集

【
①
非
常
勤
職
員
②
夏
休
み
短
期
ア
ル

バ
イ
ト
】

　

資
格
＝
①
保
育
士
ま
た
は
教
員
免
許

を
お
持
ち
の
方
／
勤
務
期
間
・
時
間
＝

①
週
４
日
、
１
日
４
時
間
程
度
②
７
月

　

日
〜
８
月　

日
／
勤
務
場
所
＝
①
忠

２１

３１

生
学
童
保
育
所
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
（
11

７
９
１
・
２
４
１
５
）
②
忠
生
学
童
保

育
所
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
、
わ
ん
ぱ
く
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
（
11
７
９
５
・
５
８
７

５
）
／
人
員
＝
①
１
人
②
３
人
／
申
し

込
み
＝
希
望
の
ク
ラ
ブ
に
連
絡
の
上
、

履
歴
書
を
送
付
し
て
下
さ
い
。
後
日
、

面
接
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
町
田
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
・
食
事

サ
ー
ビ
ス
試
食
の
ご
案
内

　

夕
食
サ
ー
ビ
ス
を
試
し
て
み
ま
せ
ん

か
／
対
象
＝
市
内
在
住
の　

歳
以
上
の

６５

方
／
配
達
期
日
＝
７
月　

日
〜　

日
で

２６

３１

希
望
の
１
日
／
定
員
＝
１
日
５
世
帯

（
申
し
込
み
順
）
／
費
用
＝
８
５
０
円

／
申
し
込
み
＝
７
月　

日
〜　

日
の
午

１１

２３

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
に
電
話
で
同

３０

協
会
（
11
７
２
８
・
９
０
６
７
）
へ
。

●
町
田
養
護
学
校
の
お
知
ら
せ

【
プ
ー
ル
開
放
事
業
】

　

対
象
＝
市
内
の
作
業
所
や
福
祉
施
設

の
通
所
生
・
園
生
、
町
田
養
護
学
校
の

卒
業
生
／
日
時
＝
８
月　

日
〜　

日
午

２４

２７

前
９
時
〜　

時　

分
／
会
場
＝
同
校
プ

１１

３０

ー
ル

【
夏
祭
り
】

　

日
時
＝
７
月　

日
午
後
３
時
〜
６
時

１７

／
会
場
＝
同
校
（
野
津
田
町
）
／
内
容

●
ひ
か
り
の
子
保
育
園
・
保
育
士
募
集

　

資
格
＝
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の　
３０

歳
ま
で
の
方
／
採
用
＝
８
月
１
日
／
委

細
面
談
／
□問
 

同
園
11
７
９
３
・
６
８
３

６●
こ
ば
と
保
育
園
・
職
員
募
集

【
①
常
勤
職
員
（
保
育
士
）
②
非
常
勤

職
員
（
保
育
補
助
・
用
務
）
】

　

資
格
＝
①
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の

方
／
休
日
＝
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年

始
（
３
週
に
１
回
土
曜
日
勤
務
あ
り
）

／
勤
務
時
間
＝
①
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時
ほ
か
シ
フ
ト
②
午
前
７
時
〜　
１１

※
予
備
日
９
月　

日
（
日
）
。

１９

○
会
場　

成
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ほ
か

○
チ
ー
ム
構
成　

男
子
の
部
＝
ダ
ブ
ル

ス
５
ペ
ア
（
最
大　

人
）
、
女
子
の
部

１５

＝
ダ
ブ
ル
ス
３
ペ
ア
（
最
大
９
人
）

※
詳
細
は
実
施
要
項
を
参
照
下
さ
い
。

○
費
用　

男
子
＝
１
万
円
、
女
子
＝

６
０
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

○
申
し
込
み　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
費
用
を
添
え
て
７
月　
２４

日
午
後
１
時
〜
３
時
に
総
合
体
育
館
会

議
室
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で
す
。

※
主
将
会
議
を
８
月
８
日
（
日
）
午
後

２
時
か
ら
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
で
行
い

ま
す
（
上
履
き
持
参
）
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

夏

休

み

酪

農

ふ
れ
あ
い
体
験

　

市
内
の
酪
農
家
で
乳
し
ぼ
り
を
し
た

り
、
え
さ
を
与
え
た
り
し
て
農
家
生
活

を
体
験
し
ま
す
。
宿
泊
は
大
地
沢
青
少

年
セ
ン
タ
ー
で
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
〜
６
年

生
で
２
人
１
組

○
期
日　

８
月　

日
（
火
）
〜　

日

１７

１８

（
水
）

○
定
員　
　

組　

人
（
抽
選
）

１５

３０

○
費
用　

１
組
４
０
０
０
円
（
保
険
料

等
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
組
１

枚
）
に
「
酪
農
ふ
れ
あ
い
体
験
申
し
込

み
」
と
書
き
、
参
加
者
の
住
所
・
氏
名

・
学
年
・
電
話
番
号
・
保
護
者
の
氏
名

を
明
記
し
、
返
信
用
に
も
あ
て
先
を
書

い
て
、
７
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）

３０

に
農
業
振
興
課
（
〒　

－

０
０
２
２
、

１９４

森
野
１－

　

－

　

、
森
野
分
庁
舎
内
11

３３

１０

７
２
４
・
２
１
６
６
）
へ
。

※
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

内
、
11
７
２
３
・
２
１
４
７
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

６

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

パ
ソ
コ
ン
に
ま
っ
た
く
触
れ
た
こ
と

の
な
い
方
の
た
め
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

礎
的
な
操
作
方
法
を
習
得
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
の
講
習
で
す
。

　

右
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
で
お
お
む
ね　

歳
５５

以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

テ
キ
ス
ト
代
実
費

○
申
し
込
み　

右
表
の
講
習
会
一
覧
か

ら
希
望
の
コ
ー
ス
を
選
び
、
往
復
ハ
ガ

キ
（
１
人
１
枚
）
に
講
座
番
号
（
第
２

希
望
ま
で
）
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
７
月　

日
ま
で

２０

（
必
着
）
に
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野

１９４

１－

１－

　

、
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

１５

○
日
時　

８
月
１
日
（
日
）
午
後
２
時

〜
３
時　

分
３０

○
会
場　

同
館
講
堂

○
内
容　

石
器
を
つ
く
る
こ
と
（
石
器

製
作
の
実
演
あ
り
）

○
講
師　

国
士
舘
大
学
古
代
イ
ラ
ク
文

化
研
究
所
教
授
・
大
沼
克
彦
氏

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

○
日
時　

８
月
８
日
（
日
）
午
後
２
時

〜
３
時　

分
３０

【
展
示
資
料
解
説
】

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
、
８
月　

２５

２２

日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

○
解
説　

同
館
学
芸
員

□問
 

市
立
博
物
館
11
７
２
６
・
１
５
３
１

　

現
代
に
暮
ら
す
私
た
ち
の
周
り
に
は

様
々
な
素
材
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
で

も
、
も
し
、
鉄
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
な

か
っ
た
ら
？
は
る
か
昔
、
旧
石
器
時
代

や
縄
文
時
代
の
人
々
は
、
そ
ん
な
中
で

石
を
利
用
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

彼
ら
の
、
石
や
石
器
に
囲
ま
れ
た
生
活

を
紹
介
し
ま
す
。

○
期
間　

７
月　

日
（
土
）
〜
８
月　

１７

２９

日
（
日
）

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

分
（
入
館
無
料
）

３０○
休
館
日　

月
曜
日
（
た
だ
し
７
月　
１９

日
は
開
館
）
、
７
月　

日
（
火
）

２０

【
講
演
会
】

時　間期　　日講座
番号

 ９：００～
１２：００

１０日（火）～
１４日（土）

８
月

１４

１３：００～
１６：００

１０日（火）～
１４日（土）１５

１８：００～
２１：００

１０日（火）～
１４日（土）１６

 ９：００～
１７：３０

２１日（土）～
２２日（日）１７

 ９：００～
１２：００

２３日（月）～
２７日（金）１８

１３：００～
１６：００

２３日（月）～
２７日（金）１９

１８：００～
２１：００

２４日（火）～
２８日（土）２０

 ９：００～
１７：３０

４日（土）～
５日（日）

９
月

２１

 ９：００～
１２：００

６日（月）～
１０日（金）２２

 ９：００～
１７：３０

１１日（土）～
１２日（日）２３

 ９：００～
１２：００

１４日（火）～
１８日（土）２４

１８：００～
２１：００

１４日（火）～
１８日（土）２５

 ９：００～
１２：００

２１日（火）～
２５日（土）２６

１３：００～
１６：００

２１日（火）～
２５日（土）２７
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パソコン講習会日程表

市
民
秋
季



（８） ２００４．７．１１

　

輸
血
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
血
液
の

需
要
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
暑

さ
の
厳
し
い
こ
の
時
期
は
献
血
者
が
減

り
、
血
液
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困
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り
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ち

で
す
。

　

そ
こ
で
、
献
血
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
献
血
運
動
を
よ
り
一

層
推
進
す
る
た
め
に
「
夏
季
献
血
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会
も
同
時

開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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時
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す
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○
会
場　

ぽ
っ
ぽ
町
田
、
ま
ち
だ
献
血

ル
ー
ム

※
当
日
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
に
、
花
の
鉢
植
え
を
差
し
上
げ
ま

す
。

※
ま
ち
だ
献
血
ル
ー
ム
で
は
、
毎
日
献

血
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
＝
午
前　

時
１０

〜
午
後
１
時
、
午
後
２
時
〜
５
時　

分
４５

　

ま
た
成
分
献
血
の
ご
協
力
も
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
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事
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局
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★救急病院（午前９時～翌朝９時）△

内科系　町田病院　　（11０４２・７８９・０５０２）△

外科系　あけぼの病院
　　　　　　　　　　　（11０４２・７２８・１１１１）

　　　　　　町谷原病院　（11０４２・７９５・１６６８）
★休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）△

成瀬小林医院○内 　　（成瀬２３０３－３３　11７２５・２２３３）△

小田桐医院○内 　　（中町１－３－２０　11７２２・３１７２）△

岩崎整形外科・外科医院○内 
　　　　　　　（玉川学園８－８－１　11７２６・１５０５）△

村野小児科・アレルギー科○小 
　　　　　　　　　　（野津田町１０８３　11７３５・５７７７）△

久田医院○内 　　　（忠生３－２０－２　11７９３・４１１４）

７／

１１
日

○江戸川競艇開催（～１６日　○問 東京都六市競
艇事業組合11０３・３６５６・０６４１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“バスセンター・境
川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
　　　（下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
３時１０分：朝日公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

１２
月

☆町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」
企画市民展示室（～１８日　佐藤政二「旅の
点描」　○問 町田市フォトサロン「秋山庄太
郎美術館」 11７３６・８２８１）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町谷原病院　（小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：藤の台バスターミナル横、東玉川学

園１丁目児童公園
２時　　：成瀬台公園、柄沢公園
３時１０分：美岳公園、成瀬会館、矢部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
で予約＝11０４２６・４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心の悩みごと相談（１０時～３時　社会福祉協議会　電話
相談も受け付け＝11７２２・４２６５）
○労働相談（９時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

１３
火

☆国際版画美術館市民展示室（～１９日　グル
ープＯ展　○問 吉岡11７３５・２４１４）

☆市民ホールギャラリー（～１８日　パステル
画・油 絵 画 展　○問 ひ こ ば え 会11７３４・
０６０１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
　　　　（旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）

□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：三輪中央公園、福音会
２時　　：南町田ハイタウン前、都営山崎町ア

パ－ト、武蔵岡住宅
３時１０分：南つくし野小横、真光寺会館
３時３０分：大戸観音堂

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）１４

水□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“バスセンター・境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　つくし野外科胃腸科
　　（つくし野３－４－８　11０４２・７９５・５８２１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：南町田スカイハイツ前、市立博物館

前、常盤団地
３時１０分：鶴間公園、ゆうき山公園、馬場児童

公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○社会福祉協議会・法律相談（社会福祉協議会　前週の木
・金曜日に電話で予約＝11７２２・４２６５）

○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け＝11 
７２５・５４１９）
○なんでも健康・栄養・歯磨き相談（９時１５分～１０時３０分
１時１５分～３時　健康福祉会館　○問 健 康課11７２５・
５１７８）

１５
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院　
　　　　　（中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：木曽学童保育クラブ前、小山観音谷

戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生市営住宅隣接空地
３時１０分：シーアイハイツ町田、都営八幡平ア

パート

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　せりがや会館　電話相談も
受け付け＝11７２９・５０７０）１６

金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田病院　（木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）１７

土
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）△

内科系　あけぼの病院
　　　　　　　　　　　（11０４２・７２８・１１１１）△

外科系　つくし野外科胃腸科
　　　　　　　　　　　　（11０４２・７９５・５８２１）
　　　　　　おか脳神経外科
　　　　　　　　　　　　（11０４２・７９８・７３３７）
★休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）△

やたべクリニック○内 
　　　　　　　　（成瀬が丘２－２４－２　11７９６・８７１１）△

野辺医院○内 　　（原町田５－３－２３　11７２３・１５８１）△

やすだこどもクリニック○小 
　　　　　　　　　　（本町田９２０－１　11７２５・９０５６）△

鈴木内科医院○内 
　　　　　（三輪緑山３－２２－１１　11０４４・９８８・７０５７）△

ふくいんクリニック○内 
　　　　　　　　　　　（山崎町２２００　11７９１・１３０７）

１８
日

○京王閣競輪ナイター開催（～２０日　○問 東京
都 十 一 市 競 輪 事 業 組 合11０４２４・８９・
１３１１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公社
住宅線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）△

内科系　町田市民病院
　　　　　　　　　　　　（11０４２・７２２・２２３０）△

外科系　町谷原病院　（11０４２・７９５・１６６８）
　　　　　　多摩丘陵病院　
　　　　　　　　　　　（11０４２・７９７・１５１１）
★休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）
★休日耳鼻咽喉科急患診療（午前９時～午後５時）
　井美耳鼻咽喉科医院
　　　（南成瀬１－１－２　11０４２・７２９・３３８３）

★当番医（午前９時～午後５時）△

仁愛医院○内 ○小 　　　　（高ヶ坂８９２　11７２８・１０５５）△

町田東口クリニック○内 
　　　　　　　　　　（森野１－３４－１３　11７２１・８８５５）△

ほづみ小児科整形外科医院○小 
　　　　　　　　　（南大谷１４２６－１３８　11７２８・０２７５）△

あめみや内科クリニック○内 
　　　　　　　　　　（金井３－１７－１３　11７３７・３８６０）△

品川医院○内 ○小 　　　　（山崎町３３７　11７９１・１５４５）

１９
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町谷原病院　（小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園
１０時３０分：境川団地市場前、高ケ坂団地
２時　　：総合体育館駐車場入口、つくし野セ

ントラルパーク、小山田会館
３時１０分：天神原公園、つくし野藤児童公園、

谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○更生保護相談（１０時～４時　すみれ会館　○問 福祉総務課
　11７２４・２１３３）
○痴ほう性老人相談（１時３０分～３時３０分　町田市福祉サ
ービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

○労働相談（９時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

２０
火
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月・火・木・金曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）
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法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２�
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毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市準夜急患こどもクリニック�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�
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【内科系のみ】�
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